
第２学年　特別の教科「道徳科」年間指導計画
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月 週 主題名 教材名 内容項目 ねらい 評価の観点 関連行事等

1 4 1
良好な関
係を目指
して

１　あい
さつ

B(7)
礼儀

○あいさつや礼儀の意義につ
いて理解することを通して，
時と場に応じて主体的に適切
な言葉遣いや行動を取ろうと
する意欲や態度を育てる。

あいさつや礼儀の意義につ
いて考え，理解を深めてい
る。

始業式
入学式

2 4 2
生活習慣
を見直そ
う

２　ぱな
しの女王

A(2)
節度，節
制

○自分の生活習慣を見直し，
望ましい生活習慣を身に付け
ることのよさに気づき，節度
のある生活を心がけようとす
る態度を育てる。

望ましい生活習慣を身に付
けることのよさに気づき，
自分の生活を考えている。

歓迎行事

3 4 3
より良い
社会を目
指して

３　住み
よい社会
に

C(12)
社会参
画，公共
の精神

○誰もが安心して生活できる
社会について考えることを通
して，よりよい社会の実現に
努める心情と態度を育てる。

よりよい社会を創っていく
ために大切なことについて
考えている。

4 5 1
いじめの
ない世界
へ ⑴

４　私の
せいじゃ
ない

C(11)
公正，公
平，社会
正義

○泣いている子と周りの子た
ちの気持ちを考えることを通
して，差別のない社会を創ろ
うとする心情を育てる。

各々の子の気持ちを考える
ことで，問題点に気づいて
いる。

5 5 2
いじめの
ない世界
へ ⑵

５　あの
子のラン
ドセル

A(1)
自主，自
律，自由
と責任

○過去の自分の行動に心を痛
める主人公の気持ちに寄り添
い，自分の行動に責任をもと
うとする心情を養う。

過去の自分の行動に心を痛
める主人公の姿に共感して
いる。

生徒総会

6 5 3
例えば君
なら

12　許さ
ない心

C(10)
遵法精
神，公徳
心

○祭りの場面での中学生，高
校生の行動に対する作者の意
見を踏まえ，決まりや規則の
意義を理解し，守ろうとする
心情を養う。

作者の意見を基に，決まり
や規則について多面的・多
角的に考えている。

7 6 1
いのちを
考える ⑴

26　奇跡
の一週間

D(19)
生命の尊
さ

○「いつか終わりがくるいの
ち」を通して，限りある生命
を輝かせて生きていこうとす
る心情を育てる。

話し合い活動を通して，死
と向き合うからこそ見えて
くる生命の輝きに気づいて
いる。

いのちを見つめ
る日

8 6 1
いのちを
考える ⑵

27　妹に
D(19)
生命の尊
さ

○生命のつながりや関わり合
いを通して，かけがえのない
生命を大切にしていこうとす
る心情を育てる。

妹の誕生を通して抱くさま
ざまな思いを通して，かけ
がえのない生命を大切にし
ていこうとする気持ちに共
感している。

道徳公開授業
平和学習

9 6 2
あきらめ
ない気持
ちで

７　左手
でつかん
だ音楽

A(4)
希望と勇
気，克己
と強い意
志

○息子から贈られた楽譜を
きっかけに再起を果たすまで
の舘野さんの苦悩と希望につ
いて考えることを通して，困
難や失敗を乗り越えて夢や理
想を実現していこうとする意
欲を養う。

舘野さんの思いに共感しな
がら，自己の夢や理想をも
つことの大切さと，それら
を実現するために必要な姿
勢について考えている。

市中学校体育大
会

10 6 3
歩調を合
わせて

８　遠足
で学んだ
こと

B(9)
相互理
解，寛容

○自分の考えを相手に伝える
とともに，互いのもつ異なる
個性や立場を尊重し，寛容の
心をもって相手の生き方に謙
虚に学ぼうとする態度を育て
る。

自分の考えを相手に伝える
とともに，互いのもつ異な
る個性や立場を理解して，
認め合い，相手のよさから
学ぼうとする謙虚さが大切
であることに気づいてい
る。

11 7 1
いのちを
考える ⑵

三つのい
のちにつ
いて考え
る

D(19)
生命の尊
さ

○互いに意見を述べ合うこと
を通して，いのちの「有限
性・連続性・偶然性」につい
て考え，生命を大切にしてい
こうとする態度を育てる。

互いの意見を共有しなが
ら，有限性，連続性，偶然
性の「三つのいのち」につ
いて考えを深めている。

国際社会の一員としての自覚を深め，世界の平和と人類の幸福に役立つ人になるようにする。

中堅学年として自主的自律的に行動するとともに，個性を伸ばして充実した生き方を求めるようにする。

他の人々に対して敬愛の念を深め，思いやりの心をもって生活するようにする。

相手の個性や立場を尊重するとともに，男女は協力して互いに高め合うようにする。

生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の生命を尊重するとともに，自然との関わりを深めるようにする。

勤労の尊さについて理解するとともに，社会への奉仕と公共の福祉のために尽くすようにする。



12 7 2
郷土の魅
力にふれ
て

11　祭り
の夜

C(16)
郷土の伝
統と文化
の尊重，
郷土を愛
する態度

○地域社会の一員としての自
覚をもち，地域の文化や伝統
の良さに気づく「私」の心情
に寄り添うことで，郷土に主
体的に関わり，その発展に努
めようとする心情を養う。

ふるさとに生きる一員とし
て，更にそのよさを知り，
主体的に関わっていこうと
する「私」に共感し，自分
の考え方を明確にしてい
る。

前期前半終了

13 9 1
いじめの
ない世界
へ ⑵

どんなこ
とでも相
談し合え
る仲間に

※
複数内容
項目

○クラスの人を理解する活動
を通じて，他者理解や友情を
深めたり，よりよいクラスを
作ろうとしたりする意欲を養
う。

活動から，自分なりの観点
でよりよく生きようとする
思いを深めている。

後期後半開始
体育大会

14 9 2
例えば君
なら

「決ま
り」を守
る社会を
創るため
に，あな
たにもで
きること

C(10)
遵法精
神，公徳
心

○たばこについて注意する，
注意される中学生を役割演技
することを通して，規律ある
安定した社会の実現に努めよ
うとする心情を養う。

役割演技をすることで，規
律ある安定した社会につい
て意識を向けている。

15 9 3
誇りを胸
に

16　四十
七年に感
謝をこめ
て

C(15)
よりよい
学校生
活，集団
生活の充
実

○校舎を愛する気持ちから，
学校行事で心を一つにするみ
んなの様子に共感することを
通して，協力し合って学校生
活を充実させようとする態度
を育てる。

学校に対するみんなの気持
ちに共感し，自分の学校生
活について思いを巡らせて
いる。

後期始業式

16 9 4
本当の友
情とは

17　みん
なでとん
だ！

B(8)
友情，信
頼

○本当の意味で団結するには
何が大切かを多様な視点で悩
むことで互いを理解しようと
し，全員の幸福を思って助け
合い，友情を深めようとする
意欲を育てる。

多様な考えに触れるなか
で，互いを尊重し，励まし
合い，高め合うことで得ら
れた深い友情に気づいてい
る。

校内音楽発表会

17 10 1
相手の立
場で

15　なみ
だ

B(9)
相互理
解，寛容

○作者の気持ちの変容を見る
ことを通して，相手の立場を
理解し，広い心をもって接す
るとともに，自分の在り方を
反省し，向上に努めようとす
る心情を育てる。

相手の立場を理解して自分
の在り方を反省し，相手を
思いやろうとする作者の気
持ちに共感している。

市駅伝大会
前期終業式

18 10 2
だれがた
めに働く

18　震災
の中で

C(13)
勤労

○勤労の尊さや意義を理解
し，将来の生き方について考
えを深め，勤労を通じて社会
に貢献しようとする態度を育
てる。

自分の体験や友達の意見か
ら，労働の意義を考えてい
る。

後期始業式
職場体験

19 10 3
だれがた
めに働く

お弁当の
ことで文
句を言わ
れた場面
をやって
みよう

C(13)
勤労

○ボランティア活動の場面を
役割演技することを通して，
勤労を通じて社会に貢献しよ
うとする態度を育てる。

お弁当を配る場面で，それ
ぞれの人がどうすればよ
かったのか，考えている。

職場体験

20 10 4

「和食」
の良さっ
てなんだ
ろう

13　心で
いただく
伝統の味

C(17)
我が国の
伝統と文
化の尊
重，国を
愛する態
度

○日本の伝統や文化のすばら
しさに気づき，日本を愛しこ
の国をよりよくしようとする
実践意欲を育てる。

日本の伝統や文化のすばら
しさに気づき，更に良くし
ていこうという意識を高め
ている。

21 11 1
垣根をこ
えて

19　六千
人の命の
ビザ

C(18)
国際理
解，国際
貢献

○世界の中の日本人として，
人類愛の精神に基づき，国際
的視野に立って，世界の平和
と人類の発展に寄与しようと
する心情を育てる。

国際的視野に立ち，人類愛
の精神に基づき行動する杉
原さんの姿に共感してい
る。

22 11 2
真実を求
め続けて

20　赤土
の中の真
実

A(5)
真理の探
究，創造

○真実を見極めようと，精励
し続けた相沢さんの生き方に
共感し，真実を求め，諦めず
に努力をしていこうという意
欲を育む。

真実を求めようと精励する
相沢さんの生き方に共感
し，諦めずに努力しようと
いう思いが高まっている。



23 11 3
情報モラ
ルと友情

６　ゴー
ル

B(8)
友情，信
頼

○感情的なすれ違いを乗り越
えながら友達同士励まし合
い，高め合おうとする主人公
たちの姿を通して，友情を深
めようとする心情を養う。

真の友情を築くために必要
なことについて，考えを深
めている。

24 11 4
たがいに
支え合う
社会

21　今度
は私の番
だ

C(12)
社会参
画，公共
の精神

○故郷の人たちの悲しみ，苦
労などに対して，自分の役割
を自覚して活動した真海さん
の姿を通して，社会連帯の意
識をもとうする意欲を育て
る。

自らの体験も踏まえ，被災
した人たちに対して様々な
活動をした真海さんの思い
に共感している。

人権集会
生徒会選挙

25 12 1
人間の強
さ・気高
さ

23　人間
の強さ・
気高さ

D(22)
よりよく
生きる喜
び

○トップアスリートでさえ
も，弱い心をもっていること
に共感することを通して，人
として誇りをもって気高く生
きていこうとする心情を育て
る。

誰もがもっている弱さや醜
さを克服し，人として誇り
をもって気高く生きていこ
うとするエイミーの姿に，
共感している。

後期前半終了

26 12 2
日本の心
にふれる

24　大切
なものは
何？

C(17)
我が国の
伝統と文
化の尊
重，国を
愛する態
度

○日本の伝統，文化や国を愛
する心を考えることから，日
本の発展に努めようとする心
情を養う。

多様な文章から，日本の伝
統，文化や国を愛する心に
ついて考えている。

27 1 1
人間の強
さ・気高
さ

23　本当
の私

D(22)
よりよく
生きる喜
び

○前時の学習でのエイミーの
弱さ，醜さを克服した誇り高
い生き方を踏まえ，同じよう
な状況になったときの自分の
在り方を考えることを通し
て，人として誇りをもって気
高く生きていこうとする心情
を育てる。

人間の弱さ，醜さが表れる
場面を想定し，その際の自
分のありたい姿を考えてい
る。

後期後半開始

28 1 2
気持ちを
こめて

25　心に
寄りそう

B(6)
思いや
り，感謝

○失敗から学ぶ山田さんの姿
を通して，お互いの立場を尊
重し合い，誰に対しても思い
やりの心を大切にして接しよ
うとする態度を養う。

「相手の心に寄りそう」こ
とを大切にしている山田さ
んの生き方に共感し，思い
やりについて，自分のこと
として考えを深めている。

29 1 3

安全につ
ながる日
常の大切
さ

14　田老
の生徒が
伝えたも
の

A(2)
節度，節
制

○東日本大震災の際の生徒の
行動を理解することを通し
て，安全で調和のある生活を
送ろうとする態度を育てる。

震災時の田老第一中学校の
生徒の対応から，日常の生
活の中で学ぶべきことを考
えている。

30 2 1
「今」を
生きる私
のために

10　私は
十四歳

A(3)
向上心，
個性の伸
長

○不安や悩みを乗り越え，自
分らしい生き方を模索してい
く作者の姿を通して，自己を
見つめ，自分の良さを生かし
伸ばしていく充実した生き方
をしようとする道徳的実践意
欲を育てる。

自分を見つめ，自分の良さ
を生かし，さらに伸ばして
いくために，前向きに取り
組もうとする意識を高めて
いる。

31 2 2
郷土の魅
力にふれ
て

11　祭り
の夜

C(16)
郷土の伝
統と文化
の尊重，
郷土を愛
する態度

○地域社会の一員としての自
覚をもち，地域の文化や伝統
の良さに気づく「私」の心情
に寄り添うことで，郷土に主
体的に関わり，その発展に努
めようとする心情を養う。

ふるさとに生きる一員とし
て，更にそのよさを知り，
主体的に関わっていこうと
する「私」に共感し，自分
の考え方を明確にしてい
る。

32 2 3
支え合い
の中で

28　愛
B(6)
思いや
り，感謝

○おじさんに対して感謝の気
持ちで過ごしていこうとする
主人公の姿に共感すること
で，思いやりの根底には人間
尊重の精神があることを理解
し，共に助け合い，協力し
合って生きていこうとする心
情を育てる。

おじさんの思いやりとそれ
に応えたいと考える主人公
の心情に共感している。

33 2 4

敬意を
もって自
然と接す
る

22　夜は
人間以外
のものの
時間

D(21)
感動，畏
敬の念

○美しいものや気高いものに
感動する心や人間の力を超え
たものに対する畏敬の念に触
れ，心情を養う。

筆者の考えに触れ，自分の
思いを深めている。



34 3 1
思いを形
に

29　ごめ
んね，お
ばあちゃ
ん

C(14)
家族愛，
家庭生活
の充実

○家族の深い愛情によって育
てられたことに感謝し，より
充実した家庭生活を築こうと
する意欲や態度を育てる。

主人公に自分を重ね，祖母
の無私の愛情への理解を深
め，家族の一員としての自
己の在り方について考えて
いる。

35 3 2
自然環境
に優しく

30　冬の
使者「マ
ガン」

D(20)
自然愛護

○自然と人間との関わりにつ
いて考え，その連続性や有限
性，自然の崇高さを知り，自
ら進んで自然環境の保全に努
めようとする態度を育てる。

自然や身の回りの環境を見
つめ，自然を守るために積
極的に関わっていこうとす
る思いを深めている。

卒業証書授与式
修了式

付
録1

誠意を
もって

金語楼さ
んのこと

A(1)
自主，自
律，自由
と責任

○私利私欲を交えず，真心を
込めて具体的な行為を行う金
語楼さんの姿を通じて，自ら
の意志や判断で行動する責任
と生きる自信を育もうとする
心情を養う。

体調を崩しながらもスケ
ジュールを調整し，自分の
意志で慰問活動を続ける金
語楼さんの姿に共感してい
る。

付
録2

よりよい
社会のた
めに

宝塚方面
行き―西
宮北口駅

C(10)
遵法精
神，公徳
心

○自分の利害と多くの人々の
利害との葛藤の中で，公共の
場での振る舞いを考えようと
する意欲を育てる。

友人関係と社会での人間関
係との間で葛藤しつつ，公
共の場での振る舞いについ
て，自分自身の体験を踏ま
えながら考えている。

付
録3

勤労から
得られる
ものとは

我，ここ
に生きる

C(13)
勤労

○霧多布にとどまって診察を
続けようと決心した道下医師
の生き方を通して，勤労の尊
さや意義を理解し，勤労を通
して生きがいのある人生を実
現しようとする道徳的実践意
欲を養う。

道下医師の葛藤や決心に共
感し，勤労の尊さや意義を
理解し，勤労を通して生き
がいのある人生を実現しよ
うとする思いを深めてい
る。

付
録4

支え合っ
て力強く
生きる

書かれな
かった遺
書

D(19)
生命の尊
さ

○生命の尊さについて理解を
深め，かけがえのない自他の
生命を大切にしようとする心
情を深める。

自らの悲しみを乗り越えて
他の人を励ます母親の姿に
共感し，力強く生きぬいて
いこうとする気持ちを高め
ている。

付
録5

気高い生
き方を求
めて

良心との
たたかい

D(22)
よりよく
生きる喜
び

○自分の中に潜む弱さや醜
さ，不誠実な感情を克服する
主人公の姿に共通し，人とし
て正義や真実を希求しながら
生きていこうとする心情を育
てる。

自分の中に潜む弱さや醜
さ，不誠実な感情を克服
し，良心の下，人として正
義や真実を希求しながら生
きる主人公の姿に共感して
いる。

部については、付録との差し替えが可能です。


